
「墜落・転落」災害防止のポイント

「はしご・脚立」による災害防止のポイント

皆さんの模範となる
行動が労働災害防止
に繋がります！

福岡労働局・労働基準監督署

令和２年の建設業（福岡県）における死亡者数は９人
（対前年比５人増、うち６人は墜落災害）と大幅に増加、
また、休業4日以上の死傷者数についても621人（対前年
比50人増）と大幅に増加し、令和３年についても５月末
現在で３人発生しており、大変憂慮すべき状況となって
おります。
福岡労働局では、13次防の４年目である本年も死亡、
重篤な災害に繋がる三大災害の撲滅、とりわけ墜落・転
落災害の防止を重点目標として、施策を展開していきま
す。

労働災害発生状況

三大災害をなくしましょう！

死亡災害事例

被災者：30代 男
職 種：作業員
マンション工事現場に設置
されたくさび緊結式足場上(高
さ約４ｍ)において、被災者が
メッシュシートを取り外す作
業を行っていたところ、手す
りと足場床面の隙間から地面
に墜落した。

災害発生原因

1. 墜落防止のための中さんを
設けていなかったこと。

2. 墜落制止用器具を使用させ
ていなかったこと。

労働災害の約９割は不安全な状
態（設備的要因）と不安全な行
動（作業の慣れによる「危険軽
視」、「近道行為」等）が合わ
さったときに発生しています。
設備対策ならびに基本ルールの
遵守徹底が大切です！

現場では原則として
フルハーネス型墜落
制止用器具を着用し
ましょう！
なお、令和4年1月2日
以降は旧構造規格に
基づく安全帯は使用
できなくなります。

過去5年間の労働災害発生状況

リーフレット「はしごを使う前に／脚立を使う前に」

https://www.mhlw.go.jp/content/000746780.pdf

建設業における安全対策

https://www.mhlw.go.jp/content/000746780.pdf


「移動式クレーン」による災害の防止対策のポイント

「ドラグ・ショベル、タイヤローラー、不整地運搬車等の車両系建設機械、車両系荷役運搬

機械等」による災害の防止対策のポイント

「土砂崩壊」による災害の防止対策のポイント

土止め先行工法の
積極的な採用を
お願いします。

トラックへの建設機械
の積み込み作業中に道
板から建設機械が転落
して地面に挟まれる重
篤な災害が発生してい
ます。積み込み作業時
における安全対策の徹
底をお願いします。

外国人労働者向け安全衛生教育用資料をご活用ください。

外国人建設就労者に対する安全衛生教育

（中・ベトナム・インドネシア・英）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000118557.html

外国人労働者向け視聴覚教材（木造建築）（無言語）

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/kyozaishiryo.html
厚生労働省では、引き続き外国語資料を作成していきます。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186714.html
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移動式クレーン作業計画（例）


